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6. 「日本語能力試験Can-do リスト」（仮称）

　試験の得点や合否判定だけでは、実際の生活で日本語を使って具体的に何ができるのかがわかりま

せん。そこで、新試験では、試験の結果を解釈するための参考情報として「日本語能力試験Can-do リ

スト」（仮称）を提供します。

　「日本語能力試験Can-do リスト」（仮称）は、各レベルの合格者が日本語でどのような言語行動がで

きると「考えているか」を調査して、その結果をレベルに対応する形にまとめたものです。現在作成中

のリストから、言語行動の記述例の一部を紹介します。

■ 「日本語能力試験Can-do リスト」（仮称）の記述例

聞　く 学校や職場、公共の場所でのアナウンスを聞いて、大まかな内容が理解できる。

話　す アルバイトや仕事の面接などで、希望や経験を詳しく述べることができる。

読　む 関心のある話題に関する新聞や雑誌の記事を読んで、内容が理解できる。

書　く 感謝や謝罪、感情を伝える手紙やメールが書ける。

＊上の記述例に対応するレベルは現在調査中のため示していません。

　実際の「日本語能力試験Can-do リスト」（仮称）では、上のような「聞く・話す・読む・書く」の技能

別に記述された言語行動が、新試験の各レベルとどう対応しているかを示します。合格者本人やまわ

りの人々がこのリストを参照することで、「このレベルの合格者は、学習・生活・仕事の場面で日本語を

使って何ができそうか」を推測することができます。このように、試験結果の解釈のための参考情報と

して利用されることを意図しています。

　ただし、「日本語能力試験Can-do リスト」（仮称）は合格者の自己評価を基にしたリストであるため、

あるレベルの合格者全員が「○○できる」ことを保証するものではなく、そのレベルの合格者ができる

と考えていることを表すものです。

　「日本語能力試験Can-doリスト」（仮称）は、2010年度中に提供します。


